
中東情勢緊迫、高値波乱の展開が続く
NY原油先物相場は、1バレル=78.46ドルまで上昇して8月15日以来の高値を更新した後、71.53ドルま

で急反落し、週末に向けては75ドル台まで切り返す極端に不安定な値動きになった。中東情勢は依然と

して不安定であり、特にイスラエルがイラン石油施設を攻撃するリスクが強く警戒されている。一方で、

現実の供給障害が発生していないため高値では利食い売りを進める動きも強く、極端な高ボラティリ

ティ環境が続いた。

中東情勢は先行きが見通せない状況が続いている。8月1日にイランがイスラエルに対してミサイル攻撃

を行ったことで、イスラエルは報復を行う見通しだが、どのような形で報復攻撃が行われるのか不透明

感が強い。イスラエルがイランの石油施設を攻撃する可能性が議論されていることはポジティブ。米政

府などが石油施設に対する攻撃はやめるように要請しているが、イスラエルはその可能性を排除してい

ない。一方、イランは石油施設攻撃の際には、中東情勢全体が不安定化するリスクを警告している。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（10月4日時点）は、原油が前週比581万バレル増、ガ

ソリンが630万バレル減、石油精製品が312万バレル減となった。
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【現状確認】
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イスラエルがイラン石油施設攻撃だと急伸する可能性も
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【展望】

中東情勢のリスク評価が最大の焦点になる。仮にイスラエル

がイラン石油施設を攻撃し、イラン産原油供給が大きく落ち

込むような事態になると、瞬時に5ドル、10ドルと値上がり

するリスクを抱えている。80ドル台乗せの可能性も排除でき

ない環境になっている。石油輸出国機構（OPEC）プラスが

大規模な増産余力を有しているが、それでもイランの主要輸

出拠点などが攻撃を受けると、短期的な需給の混乱は避けら

れない。イランがホルムズ海峡を封鎖する、親イラン組織が

サウジアラビアを攻撃するといった、混乱が更に広がりを見

せるリスクも警戒される。

一方、イスラエルのイランに対する攻撃見送り、もしくは軍

事施設に対する限定的な攻撃などでイラン産原油供給の減少

が見られないのであれば、このまま70ドル台で波瀾の展開が

続く見通し。イスラエルはレバノンのヒズボラに対する攻撃

を強化しているが、イランに対する報復攻撃については慎重

な協議を続けており、大きな動きが見られない場合には、80

ドル台にレンジを切り上げていくのは難しい。イスラエルの

イランに対する報復攻撃がどのような形で展開されるのか、

マーケットも明確なコンセンサスを形成できていないだけに、

その結果次第で短期トレンドは決まる見通し。

今週は14日にOPEC月報、15日に国際エネルギー機関

（IEA）月報が公表される。需要見通しの大幅な引き下げと

いった動きが見られると、調整売りが広がるリスクがある。

また、需要端境期で米原油在庫の増加傾向が続いた際にも、

下振れリスクが高まる。ただし、あくまでも中東情勢が最大

の関心事になっており、上下双方に対してブレ幅の大きい地

合を想定しておく必要がある。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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